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秋の闘いの8・22キックオフ集会 国葬反対！
憲法破壊の自公政権に憲法を語る資格はない。8月22日の夜、連合会館で開かれた。故人となった

安倍元首相「日本の憲法は世界の恥」。参院選直後に岸田首相は「できるだけ早く改憲発議」等々、
選挙結果を背景に改憲の足音は大きくなっている。主催は「総がかり行動実行委員会」(YouTube配信)

◆開会18:30
司会者：谷雅志さん（戦争をさせない1000人委員会)
法的根拠もない国葬を押しつけ、みんなの税金を使い、安倍元首相を人神化させることに反対で

す。今や「国葬反対」が市民の声です。
◆開会挨拶(大江京子弁護士)
民意と相容れない国葬に反対です。国葬法は1947年に失効。法的根拠なし、憲法違反です。どうし

てやるなら「安倍国葬法案」の提出をすべき。野党は臨時国会開催を要求。もはや国葬は国内を二分
でなく反対が多数です。民を無視してきた安倍元首相、安倍政治の責任追求する市民と労働組合、野
党のキックオフを開催します。
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講演①「憲法と国葬、歴史的に検討する」(山田朗・明大教授)
国葬とは何か、①国葬②国葬儀③大喪儀がある。戦前の国葬は皇族、薩長が選ばれている。それぞ

れが一色に国葬と言っている。国民が喪に服すことが強調される。戦前の国葬者のイメージが色濃く
残った。対象が皇族、王族、公家、旧長州関係、旧薩摩関係、その他(山本五十六)天皇家、旧薩長偏
重、現憲法下に馴染まない。安倍政治が肯定化される。軍拡化、改憲に弾みをかける。国葬は、戦前
から政治利用されてきた。民主主義と相容れないもの。

講演②「安倍政治を超えて」(山口二郎・法大教授)
日本は、制度上、言論の自由が保障されているのに選挙に勝てない。

①1989年の山が動いた（社会党躍進）から政権交代の挑戦が続いた。その間、30年の経過で、自公政
権、保守野党の台頭を招いている。

②戦後の護憲政治は終わった。
社民が N国と変わらない。左派の概念が国民に通用しない。

①安倍政治の終わりは、我々の蜂起があるが、データで、現状肯定と継続が多数派になっている。本
当のことを言うと嫌われる。変化を課題に言うなとなる。
2013年を境に民意による調査は、①満足しているが②満足していないを逆転した。世の中の、満足、

期待水準が下降した。微々たる日本を誇りたい気分が高まった。期待が先行、気持ちが先行する。そ
の状況下で、今回の国葬世論調査は、みんなの意識に頭が下がる。野党と市民は言い続けることしか
ない。
安倍政治は、多数決が民主主義と徹底した。言葉はいらない頭数を数え、議論、対話はいらない。

批判機能を徹底して相手を潰す。統一教会を突破口に、岸田政権は黄金の3年間を失った。2年後の自
民党総裁選前に総選挙がある。1986年の自民ボロ勝ちの3年後に山が動いたと野党が勝利した。あき
らめない。


